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【電波有効利用促進型研究開発（先進的電波有効利用型）フェーズⅠ※課題】 
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超柔軟性と最適性を付随させる CSI の推

定と解析による資源割当の研究開発 
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松元 隆博(鹿児島大学) 

福士 将(山口大学) 

相田 紗織(山口大学) 

黒川 陽太(山口大学) 

移動体通信技術の 5G では、超高速、超高信頼低遅延、超多数接続によるサ

ービスが新たに要求され、B5G や 6G ではさらに細分化したサービスが求めら

れている。一方で、利用できる周波数帯域は有限であり、すでに多くのサービ

スで周波数は使用され、ひっ迫している。加えて、5G 以降で求められる同時接

続数は膨大になるので、効率的な周波数帯域の利用は重大な問題となり、通

信品質を落とさず周波数の有効利用を実現するには膨大な演算量を要求す

る。そこで、本申請課題はチャネル状態情報(CSI)に画像処理や機械学習を用

いた推定と解析を行い、柔軟性と最適性を持った新たな資源割当を実現するこ

とで上記課題の解決に取り組む。 
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